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(57)【要約】
【課題】  アクティブマトリックス型液晶ディスプレイ
でフリッカのない液晶表示装置を提供すること。
【解決手段】  マトリックス状に配置され、それぞれ複
数の副画素電極１０４（１）、１０４（２）に分割され
ている画素電極１０４と、第１の基板と、第１の基板に
対向して配置された第２の基板とに狭持された液晶層
と、画素電極１０４と対向電極の間に信号電圧を印加す
る信号電圧印加手段１０１、１０２とを備え、信号電圧
印加手段１０１、１０２は、同じ前記画素電極を構成す
る互いに隣り合う前記副画素電極１０４（１）、１０４
（２）には、前記対向電極電位に対して極性の異なる前
記信号電圧を印加することを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶層と、
マトリックス状に配置され、それぞれ複数の副画素電極
に分割され、前記液晶層に電場をかける画素電極と、
前記画素電極と対向電極の間に信号電圧を印加する信号
電圧印加手段とを備え、
前記信号電圧印加手段は、同じ前記画素電極を構成する
互いに隣り合う前記副画素電極には、前記対向電極電位
に対して極性の異なる前記信号電圧を印加することを特
徴とするアクティブマトリックス型液晶表示装置。
【請求項２】  前記副画素電極のそれぞれに印加される
前記信号電圧の極性は時間が経過しても一定であるよう
にはなっていないことを特徴とする請求項１記載のアク
ティブマトリックス型液晶表示装置。
【請求項３】  前記極性が時間が経過しても一定である
ようになっていないとは、フレーム毎に前記副画素電極
のぞれぞれに印加される前記信号電圧の極性が変わる
か、またはフレームの所定の周期毎に前記副画素電極の
それぞれに印加される前記信号電圧の極性が変わるか、
または前記副画素電極のぞれぞれの前回の極性とは逆の
極性を印加することであることを特徴とする請求項２記
載のアクティブマトリックス型液晶表示装置。
【請求項４】  前記信号電圧印加手段は、前記副画素電
極にそれぞれ接続されたスイッチング素子と、
前記マトリックスの前記副画素電極の各行毎に設けら
れ、前記スイッチング素子に選択電圧を供給する走査線
とを有し、
前記各副画素電極は、それぞれに接続された前記スイッ
チング素子と前記走査線とによって前記信号電圧を印加
されることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載
のアクティブマトリックス型液晶表示装置。
【請求項５】  前記走査線と直交する方向に隣接する２
つの前記副画素が異なった前記画素電極を構成する場
合、前記信号電圧印加手段は、前記２つの副画素電極に
同じ極性の前記信号電圧を印加することを特徴とする請
求項４記載のアクティブマトリック型液晶表示装置。
【請求項６】  前記信号電圧印加手段は、互いに隣接す
る２つの前記走査線の選択期間の一部が重なるように前
記選択電圧を前記各走査線に印加することを特徴とする
請求項５記載のアクティブマトリックス型液晶表示装
置。
【請求項７】  前記信号電圧印加手段は、前記走査線と
直交する方向に隣接する２つの前記副画素電極が異なっ
た前記画素電極を構成する場合、前記２つの副画素電極
のうち、より未来に前記信号電圧を印加する前記副画素
電極の方がより過去に前記信号電圧を印加する前記副画
素電極より前記信号電圧を印加する期間を短くすること
を特徴とする請求項６記載のアクティブマトリックス型
液晶表示装置。
【請求項８】  請求項１～７のいずれかに記載のアクテ*
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*ィブマトリックス型液晶表示装置と、
情報を処理する情報処理手段と、
前記処理された情報を前記アクティブマトリックス型液
晶表示装置に表示する表示手段とを備えたことを特徴と
する情報処理装置。
【請求項９】  請求項１～７のいずれかに記載のアクテ
ィブマトリックス型液晶表示装置と、
映像信号を受信する受信手段と、
前記受信された映像信号を前記アクティブマトリックス
液晶表示装置に表示する表示手段とを備えたことを特徴
とする映像受信装置。
【請求項１０】  請求項１～７のいずれかに記載のアク
ティブマトリックス型液晶表示装置、情報処理装置、ま
たは映像受信装置の全部または一部の手段の全部または
一部の機能をコンピュータにより実行させるためのプロ
グラム及び／またはデータを担持した媒体であって、コ
ンピュータにより処理可能なことを特徴とする媒体。
【請求項１１】  請求項１～７のいずれかに記載のアク
ティブマトリックス型液晶表示装置、情報処理装置、ま
たは映像受信装置の全部または一部の手段の全部または
一部の機能をコンピュータにより実行させるためのプロ
グラム及び／またはデータであることを特徴とする情報
集合体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ＯＡ機器やＡＶ機
器などに利用されているアクティブマトリックス型液晶
表示装置、情報処理装置、映像受信装置、媒体及び情報
集合体に関する。
【０００２】
【従来の技術】現在、液晶を用いた表示素子は、ビデオ
カメラのビューファインダーやポケットＴＶさらには高
精細投写型ＴＶ、パソコン、ワープロなどの情報表示端
末など種々の分野で応用されてきており、開発、商品化
が活発に行われている。
【０００３】特にスイッチング素子として薄膜トランジ
スタ（ＴＦＴ）を用いたアクティブマトリックス型方式
のＴＮ（Twisted  Nematic）液晶表示装置は大容量の表
示を行っても高いコントラストが保たれるという大きな
特徴をもち、特に近年市場要望の極めて高い、ラップト
ップパソコンやノートパソコン、さらには、エンジニア
リングワークステーション用の大型・大容量フルカラー
ディスプレイの本命として開発、商品化が盛んである。
【０００４】アクティブマトリックス型とは従来の単純
マトリックス型に対比して言われている液晶の駆動方式
を意味しているもので、マトリックス上に配置された画
素電極にそれぞれスイッチ素子を設け、それらのスイッ
チ素子を介して各画素電極に液晶の光学特性を制御する
電気信号を独立に供給する方式である。
【０００５】このため、本駆動方式は、原理的には単純
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マトリックス方式のようなクロストークがなく、多階調
表示に極めて適した方式である。具体的には、マトリッ
クス状に配置された走査線と信号線、その各交差点に配
置されたスイッチング素子と画素電極から構成され、各
走査線を順番に選択し、その選択期間（１走査期間）に
スイッチング素子を介して画素電極に信号線からの電圧
を供給する。その後の非選択期間は、液晶の静電容量で
画素に供給された電荷が保持される。１画面（１フレー
ム）書込み終了後、再度同じ動作を繰り返して液晶を駆
動させる。画素の液晶に印可される電圧は、液晶材料の
信頼性を確保する意味から、フレーム毎に電圧の極性を
反転して供給する。
【０００６】アクティブマトリックス型の液晶表示装置
では、フレーム周波数は５０Hzから６０Ｈｚで駆動する
のが一般的である。前述したように、液晶表示装置では
１フレーム毎に液晶層への印可電圧の極性を反転して交
流駆動をすることから、表示信号のフレーム周波数が６
０Hzの場合には、液晶層の正極時の電圧と負極時の電圧
に微妙な差が生じた場合、その電圧差による光学特性差
によって３０Hzのフリッカ現象が発生する。
【０００７】各画素で、正極時と負極時での液晶層への
印可電圧が完全に同一であれば，前述したフリッカ現象
は発生しないが、実際には、液晶層の誘電異方性とスイ
ッチング素子の寄生容量によるＤＣオフセット電圧成分
の発生や、薄膜トランジスタなどのスイッチング素子の
非選択時抵抗による画素電圧の保持特性の差、液晶表示
装置の大型化・高精細化に伴う信号遅延によって生じる
面内でのＤＣオフセット電圧の差などが生じ、各画素で
のフリッカ現象を完全に取り除くことはできないのが現
状である。
【０００８】このフリッカ現象に対する解決策として現
在広く用いられているのは、液晶層への印可電圧の極性
を、互いに隣接する各画素毎に反転する駆動方式（ドッ
ト反転駆動方式）や、１走査線毎に極性を反転する駆動
方式（１Ｈ反転駆動方式）といった駆動方式によって、
各画素で生じる３０Ｈｚ成分の光学特性の位相をズラ
し、空間的に各画素の光学特性を補償することによっ
て、画素毎に発生しているフリッカ現象を人間の目に感
じさせないようにする方法である。これらの駆動方式
は、一般的な表示画面に対しては抜群の効果を発揮し、
人間の目は全くフリッカを感じない状態にまで改善でき
るといっても過言ではない。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
どの駆動方式を採用したとしても、各駆動方法によって
その表示パターンは異なるが、いくつかの特殊な表示パ
ターンでは各画素間での光学特性の補償ができず、フリ
ッカ現象が発生してしまう。
【００１０】現在の液晶ディスプレイでは、上記課題は
完全には解決されておらず、割り切って使用しているの
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が現状である。しかし、今後液晶ディスプレイの更なる
高精細化・大型化により、上記課題はますます深刻な問
題となってくることは明白である。
【００１１】すなわち、従来のアクティブマトリックス
型液晶表示装置では、どのような駆動方式を採用して
も、いくつかの特殊な表示パターンでは各画素間での光
学的特性を補償ができず、フリッカ現象が生じてしまう
という課題がある。
【００１２】本発明は、上記課題を考慮し、いくつかの
特定の表示パターンによって発生するフリッカ現象を,
完全に解消し、どのような表示パターンにおいても、フ
リッカ現象を発生させない高画質のアクティブマトリッ
クス型液晶表示装置、情報処理装置、映像受信装置、媒
体及び情報集合体を提供することを目的とするものであ
る。実現することを目的とする。これにより、高画質・
高品位のアクティブマトリックス型液晶表示装置を提供
するものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】上述した課題を解決する
ために、第１の本発明（請求項１に対応）は、液晶層
と、マトリックス状に配置され、それぞれ複数の副画素
電極に分割され、前記液晶層に電場をかける画素電極
と、前記画素電極と対向電極の間に信号電圧を印加する
信号電圧印加手段とを備え、前記信号電圧印加手段は、
同じ前記画素電極を構成する互いに隣り合う前記副画素
電極には、前記対向電極電位に対して極性の異なる前記
信号電圧を印加することを特徴とするアクティブマトリ
ックス型液晶表示装置である。
【００１４】また、第２の本発明（請求項２に対応）
は、前記副画素電極のそれぞれに印加される前記信号電
圧の極性は時間が経過しても一定であるようにはなって
いないことを特徴とする第１の本発明に記載のアクティ
ブマトリックス型液晶表示装置である。
【００１５】また、第３の本発明（請求項３に対応）
は、前記極性が時間が経過しても一定であるようになっ
ていないとは、フレーム毎に前記副画素電極のぞれぞれ
に印加される前記信号電圧の極性が変わるか、またはフ
レームの所定の周期毎に前記副画素電極のそれぞれに印
加される前記信号電圧の極性が変わるか、または前記副
画素電極のぞれぞれの前回の極性とは逆の極性を印加す
ることであることを特徴とする第２の本発明に記載のア
クティブマトリックス型液晶表示装置である。
【００１６】また、第４の本発明（請求項４に対応）
は、前記信号電圧印加手段は、前記副画素電極にそれぞ
れ接続されたスイッチング素子と、前記マトリックスの
前記副画素電極の各行毎に設けられ、前記スイッチング
素子に選択電圧を供給する走査線とを有し、前記各副画
素電極は、それぞれに接続された前記スイッチング素子
と前記走査線とによって前記信号電圧を印加されること
を特徴とする第１～３の本発明のいずれかに記載のアク
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ティブマトリックス型液晶表示装置である。
【００１７】また、第５の本発明（請求項５に対応）
は、前記走査線と直交する方向に隣接する２つの前記副
画素が異なった前記画素電極を構成する場合、前記信号
電圧印加手段は、前記２つの副画素電極に同じ極性の前
記信号電圧を印加することを特徴とする第４の本発明に
記載のアクティブマトリック型液晶表示装置である。
【００１８】また、第６の本発明（請求項６に対応）
は、前記信号電圧印加手段は、互いに隣接する２つの前
記走査線の選択期間の一部が重なるように前記選択電圧
を前記各走査線に印加することを特徴とする第５の本発
明に記載のアクティブマトリックス型液晶表示装置であ
る。
【００１９】また、第７の本発明（請求項７に対応）
は、前記信号電圧印加手段は、前記走査線と直交する方
向に隣接する２つの前記副画素電極が異なった前記画素
電極を構成する場合、前記２つの副画素電極のうち、よ
り未来に前記信号電圧を印加する前記副画素電極の方が
より過去に前記信号電圧を印加する前記副画素電極より
前記信号電圧を印加する期間を短くすることを特徴とす
る第６の本発明に記載のアクティブマトリックス型液晶
表示装置である。
【００２０】また、第８の本発明（請求項８に対応）
は、第１～７の本発明のいずれかに記載のアクティブマ
トリックス型液晶表示装置と、情報を処理する情報処理
手段と、前記処理された情報を前記アクティブマトリッ
クス型液晶表示装置に表示する表示手段とを備えたこと
を特徴とする情報処理装置である。
【００２１】また、第９の本発明（請求項９に対応）
は、第１～７の本発明のいずれかに記載のアクティブマ
トリックス型液晶表示装置と、映像信号を受信する受信
手段と、前記受信された映像信号を前記アクティブマト
リックス液晶表示装置に表示する表示手段とを備えたこ
とを特徴とする映像受信装置である。
【００２２】また、第１０の本発明（請求項１０に対
応）は、第１～７の本発明のいずれかに記載のアクティ
ブマトリックス型液晶表示装置、情報処理装置、または
映像受信装置の全部または一部の手段の全部または一部
の機能をコンピュータにより実行させるためのプログラ
ム及び／またはデータを担持した媒体であって、コンピ
ュータにより処理可能なことを特徴とする媒体である。
【００２３】また、第１１の本発明（請求項１１に対
応）は、第１～７の本発明のいずれかに記載のアクティ
ブマトリックス型液晶表示装置、情報処理装置、または
映像受信装置の全部または一部の手段の全部または一部
の機能をコンピュータにより実行させるためのプログラ
ム及び／またはデータであることを特徴とする情報集合
体である。
【００２４】次にこのような本発明の動作を説明する。
【００２５】上記した発明のアクティブマトリックス型
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液晶表示装置の構成及びその駆動方法によれば、従来、
各画素間で空間的に光学特性の補償をおこなっていたの
に対して、各画素を複数の副画素に分割し、副画素間で
供給電圧の極性を変えることによって、１画素内で光学
特性の補償をおこなうようにすることができるようにな
る。これによって、どのような表示パターンにおいても
フリッカ現象を完全に解消することが可能となり、高画
質,高品質の表示を実現できるアクティブマトリックス
型液晶表示装置が提供できる。
【００２６】
【発明の実施の形態】本発明は、 マトリックス状に配
置された画素電極を有する第１の基板と、前記第１の基
板に対向して配置された第２の基板、前記第２の基板と
対向基板に挟持された液晶層と、前記両基板の外部に配
置された二枚の偏光板からなり、前記画素電極と、第２
の基板上または第１の基板上に配置された対向電極との
間に電圧を印可することによって液晶層の透過率を変調
させる液晶表示装置であって、各画素電極は、偶数の副
画素電極に分割されており、かつ各副画素間には、対向
電極電位に対して極性の異なる電圧が供給されることを
特徴とするアクティブマトリックス型液晶表示装置であ
り、これによって各画素内で液晶の光学特性を補償する
作用を有する。
【００２７】本発明は、上記本発明の構成のアクティブ
マトリックス型液晶表示装置の具体的な画素構成とし
て、各画素は副画素電極１，２の２つに分割され、各副
画素電極は、各々独立に形成されたスイッチング素子
１，２と、各スイッチング素子に対応して設けられた走
査線１，２によって独立に制御される。これにより各副
画素電極は独立に駆動されることになり、副画素１，２
で光学特性を補償する作用を有する。同時に本発明で
は、各副画素電極に必要となる蓄積容量を同一の共通線
上に配置することで、配線数を低減している。
【００２８】本発明は、上記本発明に記載のアクティブ
マトリックス型液晶表示装置において、ｎ行目の走査線
２に対応した副画素電極２と、ｎ＋１行目の走査線１に
対応した副画素電極１は、同じ極性の電圧が供給される
ようにする駆動することによって、各画素間の光学特性
の補償をおこなうことができる。これによって、フリッ
カ現象を完全に解消する作用を有する。
【００２９】本発明は、互いに連続する２つ走査線の選
択期間の一部が重なって駆動されることによって、各画
素を複数の副画素へ分解することで書込み時間が減少す
ることによって課題となる画素への充電特性の低下を抑
制する作用を有する。
【００３０】以下、本発明の実施の形態について、図１
から図４を用いて説明する。
【００３１】（実施の形態１）図１は本発明の実施の形
態のアクティブマトリックス型液晶表示装置に用いた薄
膜トランジスタアレイ基板の等価回路を示したものであ
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7
る。
【００３２】図中１０１は信号配線、１０２（１）は走
査配線（１）、１０２（２）は走査配線２を示してい
る。走査配線１０２（１）、（２）はそれぞれ、１０４
（１）の副画素電極（１）と１０４（２）の副画素電極
２と薄膜トランジスタ１０５（１）、（２）を介して電
気的に接続されている。
【００３３】１０３は各副画素に付加する蓄積容量１０
６の形成のための共通配線を示している。図中太い四角
の点線部が１画素を示している。副画素は、それに対応
した走査配線、薄膜トランジスタによって、それぞれ独
立に駆動される構成となっている。
【００３４】図２は、図１の等価回路図での各副画素の
共通電極１０６に対する極性の例を示したものである。
各画素中の２つの副画素にはそれぞれ絶対値が同じで極
性の異なる画素電圧が供給される。また、本実施の形態
では各画素間の走査配線１０２が配線されている方向で
互いに隣接する副画素間の極性も反転するように信号を
供給した。
【００３５】このような画素電圧の配列によると、従来
問題となっていた正極と負極での電圧の微妙な差によっ
て生じる光学特性差を、各画素の中で補償することが出
来る。従って、どのような表示パターンを表示する場合
でも光学的特性差を補償することが出来る。
【００３６】次に、各副画素に図２に示した電圧を印可
する本発明の駆動方法について図３，図４に示した信号
配線に供給される電圧波形と各走査配線に印可される波
形図を用いて説明する。
【００３７】図３の１０１は信号配線に供給される信号
波形を示している。信号配線には、図中の各１走査期間
に極性を反転した電圧を供給する。各走査配線に供給さ
れる選択電圧は、１走査期間印可され、かつ連続する２
つの走査線の選択期間の一部をオーバーラップさせて供
給する。
【００３８】このように駆動することによって，各副画
素には、各走査線の選択電圧が非選択になるタイミング
での信号電圧が供給されることになり、各画素内の副画
素には互いに極性の異なる電圧が供給されることにな
る。
【００３９】また前述したように、各画素間の互いに隣
接する副画素間の極性も反転できる。図４は図３と基本
的な波形は同じであるが、図３に比較して、１走査期間
内での信号電圧の極性反転時間のタイミングをズラして
いる。このようにすることによって以下の効果がある。
【００４０】すなわち、図からわかるように、Ｇｎ
（１）の走査線で副画素電極（１）に供給される最終電
圧はＶｓ（＋）であるが、Ｇｎ（１）の走査線の選択期
間には、その信号電圧が供給される前に同じ極性の１ラ
イン前の信号電圧が供給される。一方、Ｇｎ（２）の走
査線にて副画素（２）に供給される最終電圧はＶｓ
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（－）が供給される前に、逆極性のＶｓ（＋）電圧が供
給されることになる。したがって、前記した副画素電極
（１）への書込みのほうが副画素電極（２）への書込み
よりも充電に対する能力が高くなる（充電マージンが大
きくなる）ことから、充電能力の必要な副画素（２）へ
の書込み期間を延ばすことによって，全体としての画素
への電圧充電特性を向上することができる。
【００４１】実際に、本実施の形態の構成の液晶表示装
置と駆動方法を適用した作成し、走査ライン毎の白黒の
ストライプ表示、隣接する各ドット毎に白黒表示をおこ
なう市松表示、縦方向の１ライン毎に白黒を表示する縦
ストライプ表示、他各種の表示パターンにおけるフリッ
カ特性を評価したところ、全ての表示パターンにおいて
目視で全く確認されないことが実証できた。また、３０
Ｈｚの光学特性成分をスペクトル解析装置にて測定した
ところ、全ての表示パターンで－５５ｄＢ以下であり、
全ての表示パターンにおいて高品位の表示が実現でき
た。
【００４２】以上述べたように、本発明のアクティブマ
トリックス型液晶表示装置の構成及びその駆動方法によ
れば、画素を複数の副画素に分割し、副画素間で供給電
圧の極性を変えることによって、１画素内で正極時と負
極時での微妙な電圧差による光学特性の補償ができるよ
うになる。これによって、どのような表示パターンにお
いてもフリッカ現象を完全に解消することが可能とな
り、高画質,高品質の表示を実現できるアクティブマト
リックス型液晶表示装置が提供できる。
【００４３】なお、本実施の形態では、各走査配線に供
給される選択電圧は、１走査期間印可され、かつ連続す
る２つの走査線の選択期間の一部をオーバーラップさせ
て供給するとして説明したが、これに限らない。電圧充
電特性は低下するが、各操作配線に供給される選択電圧
を半走査期間印加し、かつ連続する２つの走査線の選択
期間の一部をオーバーラップさせないで供給しても本実
施の形態と同等の効果が得られる。
【００４４】さらに、本実施の形態では、充電能力の必
要な副画素電極（２）への書込み期間を延ばすことによ
って，全体としての画素への電圧充電特性を向上させる
として説明したがこれに限らない。電圧充電特性は低下
するが、走査線と直交する方向に隣接する２つの副画素
電極が異なった画素電極を構成する場合であっても、そ
の２つの副画素電極の極性を逆にしても構わない。
【００４５】さらに、本発明のアクティブマトリックス
液晶表示装置を表示パネルとしてをＰＤＡ、パーソナル
コンピュータ、携帯電話端末などの情報処理装置に搭載
すれば、フリッカ現象のない高品位の表示を行うことが
出来る。すなわち、本発明のアクティブマトリックス液
晶表示装置と、情報を処理する情報処理手段と、前記処
理された情報を前記アクティブマトリックス型液晶表示
装置に表示する表示手段とを備えたことを特徴とする情
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報処理装置も本発明に属する。
【００４６】さらに、本発明のアクティブマトリックス
液晶表示装置をモニタとして、テレビ、ビデオカメラ、
デジタルカメラに搭載すればフリッカ現象のない高品位
な表示を行うことが出来る。すなわち、本発明のアクテ
ィブマトリックス液晶表示装置と、映像信号を受信する
受信手段と、前記受信された映像信号を前記アクティブ
マトリックス液晶表示装置に表示する表示手段とを備え
たことを特徴とする映像受信装置も本発明に属する。
【００４７】さらに、本発明のアクティブマトリックス
型液晶表示装置、情報処理装置、または映像受信装置の
全部または一部の手段の全部または一部の機能をコンピ
ュータにより実行させるためのプログラム及び／または
データを担持した媒体であって、コンピュータにより処
理可能なことを特徴とする媒体も本発明に属する。
【００４８】さらに、本発明のアクティブマトリックス
型液晶表示装置、情報処理装置、または映像受信装置の
全部または一部の手段の全部または一部の機能をコンピ
ュータにより実行させるためのプログラム及び／または
データであることを特徴とする情報集合体も本発明に属
する。
【００４９】さらに、本発明のデータとは、データ構
造、データフォーマット、データの種類などを含む。ま
た、本発明の媒体とは、ＲＯＭ等の記録媒体、インター
ネット等の伝送媒体、光・電波・音波等の伝送媒体を含
む。また、本発明の担持した媒体とは、例えば、プログ
ラム及び／またはデータを記録した記録媒体、やプログ
ラム及び／またはデータを伝送する伝送媒体等を含む。
また、本発明のコンピュータにより処理可能とは、例え
ば、ＲＯＭなどの記録媒体の場合であれば、コンピュー
タにより読みとり可能であることであり、伝送媒体の場
合であれば、伝送対象となるプログラム及び／またはデ
ータが伝送の結果として、コンピュータにより取り扱え
ることであることを含む。また、本発明の情報集合体と
は、例えば、プログラム及び／またはデータ等のソフト
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ウエアを含むものである。
【００５０】さらに、上記実施の形態のいずれかに記載
のアクティブマトリックス型液晶表示装置の全部または
一部の手段の全部または一部の機能をコンピュータによ
り実行させるためのプログラム及び／またはデータを記
録したプログラム記録媒体は、コンピュータにより読み
取り可能であり、読み取られた前記プログラム及び／ま
たはデータが前記コンピュータと協動して前記機能を実
行するプログラム記録媒体であっても良い。
【００５１】
【発明の効果】以上説明したところから明らかなように
本発明は、どのような表示パターンにおいてもフリッカ
現象を完全に解消することが可能となり、高画質,高品
質の表示を実現できるアクティブマトリックス型液晶表
示装置、情報処理装置、映像受信装置、媒体及び情報集
合体を提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態のアクティブマトリックス
型液晶表示装置の薄膜トランジスタ基板の等価回路図
【図２】本発明の実施の形態のアクティブマトリックス
型液晶表示装置の各画素の電圧極性の例を示す図
【図３】本発明の駆動方法の信号配線と走査配線に供給
される駆動信号波形図
【図４】本発明の駆動方法の信号配線と走査配線に供給
される駆動信号波形図
【符号の説明】
１０１           信号配線
１０２（１）      走査配線（１）
１０２（２）      走査配線（２）
１０３           共通配線
１０４（１）      副画素電極（１）
１０４（２）      副画素電極（２）
１０５（１）      薄膜トランジスタ（１）
１０５（２）      薄膜トランジスタ（２）
１０６           蓄積容量
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